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令和６年度第１回横須賀市ブルーカーボン推進検討会 議事録 

 

１．日時 

  令和６年８月７日（水）16 時 00 分～17 時 20 分 

 

２．場所 

  横須賀市役所消防局庁舎４階 災害対策本部室 

 

３．議題 

  （１）企業版ふるさと納税による寄附を活用した事業について 

  （２）早熟カジメを活用した事業について 

  （３）藻場面積の把握について 

  （４）高校生アマモサミットの誘致について 

  （５）本検討会のあり方について 

 

４．出席者 

（１）構成員 

桑江 朝比呂、山北 剛久、今井 利為、塚田 拓道、安倍 正規、川名 優孝、 

今村 正裕、柏 浩一、小澤 紳一郎、川口 将人、谷 英明（敬称略、順不同） 

    

 

（２）事務局等 

   経営企画部都市戦略課 吉田 裕一、小圷 ちひろ、田上 尚敬、穐本 紘大 

   経済部農水産業振興課 杉山 裕二、三縄 友弘 

   港湾部港湾企画課 千葉 寿 

 

５．議事 

（１）企業版ふるさと納税による寄附を活用した事業について 

   

ア 相模湾（長井）での取り組みについて 

   〇 委員からの意見 

     ・セルロースを用いた手法は興味深いが、岩礁の表面にサンゴ藻が張り付い

ているため事前に削り取ったほうがよい。 

 

● 事務局の回答 

・着生率を高めるため、削り取るなどの対応を検討したい。 
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  イ アイクル脇（浅海域）での取り組みについて 

   〇 委員からの意見 

     ・寄附を財源とした取り組みは単年度限りだと思うので、将来を見据えた取

り組みを検討したほうがよい。 

 

・よこすか海の市民会議の取り組みでは、モニタリングを事業者に無償で実

施していただいている。出来ればそういった企業にもお金が流れるように

していただきたい。 

 

   ・藻場の面積を何らかの形でモニタリングすると思うが、藻場の面積だけで

なく、海の様子を映像で残すとよい。海藻に集まる魚類の種類などがわか

る。 

 

● 事務局の回答 

・手法や財源の確保なども含め、検討していきたい。 

 

（２）早熟カジメを活用した事業について 

   〇 委員からの意見 

・タイムラプスカメラによるモニタリングをする場合は、カメラの表面に付着物

がつくので、定期的に清掃が必要。ダイバーに表面を拭いてもらうなどを検討

するとよい。 

 

● 事務局の回答 

・タイムラプスカメラを設置するかどうかを含めて、モニタリング方法につ

いては、検討したい。 

 

（３）藻場面積の把握について 

   〇 委員からの意見 

・県の水産センターで、昨年度漁業者の聞き取りをもとに、藻場の繁茂状況を調

査している。参考にすれば、効率よく測定できると思う。 

 

● 事務局の回答 

・調査の内容等、確認したい。 
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（４）高校生アマモサミットの誘致について 

   〇 委員からの意見なし 

 

（５）本検討会のあり方について 

 

ア 事業について 

   〇 委員からの意見 

     ・この検討会として何を議論するのか、ゴールは何か、もっと明確にした方

がよい。 

 

     ・事業の中間評価・中間とりまとめは、いつかはやらないといけない。 

 

● 事務局の回答 

・市が主体となって、引き続き、ブルーカーボン事業に取り組んでいきたい

と思っている。 

まだ、試行錯誤の段階なので、皆さまにご意見を伺いながら、さまざまな

手法を試していきたい。 

 

・具体的な取り組みが始まったばかりなので、まずは単年度での事業評価を

行っていきたい。 

 

イ 組織のあり方・参加の仕方について 

   〇 委員からの意見 

     ・この検討会は、要領で非公開となっているが、会議内容に配慮したうえで、

検討会を開催したことや、会議の記録は公開したほうがよい。 

 

     ・会議情報の公開が望ましいが、専門性や秘匿性の高い情報を含んだ意見も

あるので、非公開の議論も出来るようにするとともに、傍聴は控えたほう

がよい。 

 

● 事務局の回答 

・ご意見を参考に、要領を修正し、原則公開としていく。 
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ウ その他 

    〇 委員からの意見 

・情報のオープン化や取り組みのアピールは非常に重要だと思う。 

       横須賀市でブルーカーボンについて検討しているところをもっと広報すれ

ば、市民や企業が集まりやすく、もっと取り組みの輪が広がると思う。 

 

      ・市長から諮問を受けて、答申するような会議ではないとは思うが、会の目的等

を改めて検討し、メンバー構成を含め、再検討してもよいのではないか。 

 

・代理出席も可とするなど、検討会の柔軟な運用を検討したほうがよい。 

 

● 事務局の回答 

      ・市の HPにブルーカーボンの取り組みのページを作成した。実際に取り組みを

進めていくなかで、積極的に情報発信を行っていきたい。 

 

      ・検討会で、市域で行われているブルーカーボンの取り組みの共有はしていきた

いと思っているが、改めて、検討会の目的などを検討する。 

 

６．閉会 

 
次回の開催日程については、後日ご連絡することとし、閉会した。 

 

 

以上 


